
琵琶湖沿岸調査（内湖調査）             NPO 法人預かりものを戻す会 

 

１．内湖とは 

 内湖はもともと琵琶湖の一部であったが、砂州などで隔てられた水域で、琵琶湖とは細い水路等で

繋がっている。それらは、琵琶湖に流入する水量の調整、水質の浄化、在来魚の産卵等生息の場所や

水鳥の渡りの中継地等として重要な役割を果たしており、また、現在そこに生育するヨシは琵琶湖全

体の６０％に達するものと言われる。琵琶湖周辺の内湖は明治以前には４０以上あったが、食糧増産

などの理由で干拓が進み、現在では（湖岸道路などで新しくできたものを除き）２３を残すのみとな

っている。それらは、比較的浅いため干拓がしやすく、また、塩分が無いためそのまま農作物の作付

けができるなどの利点があり干拓が進んだ。 

 これらの理由から、終戦時に食糧増産のため、入江内湖、松原内湖、大中の湖、小中の湖、津田内

湖、水茎内湖について、農林省（当時）が計画し県に工事を委託した。また、塩津内湖、塩津娑婆内

湖、大郷内湖、浜須賀沼、曽根沼（一部）、野田沼（彦根）、繁昌池、四つ川内湖、貫川内湖（一部）、

早崎内湖で同じような理由から県営で干拓事業が行われた。 

 干拓面は水面より低いため、貯まる水をポンプで排除している。このポンプ場にかかる費用は受益

者負担となるため、今ではいくつかの内湖でこの負担が問題となっている。 

 内湖は、わが国では琵琶湖にしか見られないとされるが、主要な内湖の干拓が進められたことが、

琵琶湖が国立公園ではなく、これに準ずる国定公園の指定にとどまったことに関係しているとも言

われている。 

 近年この様な内湖の重要性が見直され、早崎内湖の様に再び湛水するなどの施策もとられている。 

 

  ★干拓とは、水深の浅い湖沼やその浅瀬を仕切り、その場の水を抜き取ったり干上がらせるなどし

て陸地にすることで、主に農地として開拓する時に用いられる。（Wikipedia） 

 

２．調査対象 

 内湖はかつて琵琶湖の周辺には多くが見られたと思われるが、2013 年に滋賀県が策定した「内湖

再生全体ビジョン」にあげられた「琵琶湖周辺の主な内湖」から、以下の通り「既存内湖・２３」お

よび「消失内湖・１６」の計３９の内湖を今回の調査対象とした。 

なおこの他に、市街地の整備に伴い埋立された「旧長浜港」（長浜市）、河川の洪水防止のため付け

替え・埋立された野洲川の北流及び南流（一部残存）（守山市、野洲市）、湖岸路等の整備に伴い生ま

れた、細江内湖（長浜市）、木の浜内湖（守山市）、津田江湾（草津市）他がある。 

 

琵琶湖周辺の内湖（滋賀県内湖再生全体ビジョン資料、滋賀県立大学資料より作成） 

  No 名称 
所在地 面積（ha） 干拓時期 

（現在の地名） 昭和 11 年 平成 12 年 （年） 

  1 野田沼（長浜） 長浜市 6.2 8.6   

  2 南浦内湖 長浜市 6.5 6.5   

  3 蓮池 ＊1 長浜市 ー 2.0   



  4 野田沼（彦根） 彦根市 15.0 8.4   

  5 曽根沼（一部干拓） 彦根市 87.6 21.6 1963～1968（県営） 

  6 神上沼 彦根市 3.6 3.6   

 7 古矢場沼 彦根市 3.6 3.6   

 8 伊庭内湖（東部承水溝）＊２ 東近江市 49.0 49.0   

 9 西の湖 東近江市他 221.9 221.9   

 10 北ノ庄沢 近江八幡市 15.8 15.8   

既 11 北沢沼 近江八幡市 4.9 4.9   

存 12 志那中内湖 草津市 2.5 2.5   

内 13 平湖 草津市 13.4 13.4   

湖 14 柳平湖 草津市 5.7 5.7   

  15 堅田内湖 大津市 7.9 7.9   

  16 近江舞子沼 大津市 7.8 7.8   

  17 乙女ヶ池 高島市 8.9 8.9   

  18 松の木内湖 高島市 19.9 19.9   

  19 五反田池 高島市 1.2 1.2   

  20 十が坪沼（エカイ沼） 高島市 2.0 2.0   

  21 菅沼 高島市 2.8 2.8   

  22 浜分沼 高島市 5.4 5.4   

  23 貫川内湖（一部干拓）＊3 高島市 16.0 5.4 1944～1951（県営） 

  24 塩津内湖 長浜市 16.8 ー 1944～1951（県営） 

  25 塩津娑婆内湖 長浜市 16.4 ー 1959～1963（県営） 

  26 大郷内湖 長浜市 13.9 ー 1944～1971（県営） 

  27 浜須賀沼 長浜市 2.4 ー 1944～1951（県営） 

  28 入江内湖 米原市 305.4 ー 1944～1947（国営） 

  29 松原内湖 彦根市 73.3 ー 1943～1947（国営） 

消 30 今川沼＊6 彦根市 1.0 ー （？） 

失 31 大中の湖 近江八幡市他 1145.0 ー 1964～1968（国営） 

内 32 小中の湖 近江八幡市他 342.1 ー 1942～1947（国営） 

湖 33 津田内湖 近江八幡市 119.0 ー 1967～1971（国営） 

  34 水茎内湖 近江八幡市 201.3 ー 1944～1947（国営） 

  35 野田沼（野洲） 野洲市 39.5 ー 1943～1951（県営） 

  36 繁昌池 守山市 33.8 ー 1944～1951（県営） 

  37 四津川内湖 高島市 19.8 ー 1944～1951（県営） 



  38 今津沼＊４＊６ 高島市 16.0 ー （？） 

  39 早崎内湖＊5 長浜市 91.9 6.5 1964～1971（県営） 

 

＊１：蓮池は入江内湖干拓事業の残存水域 

＊２：伊庭内湖は大中の湖干拓事業の残存水域 

＊３：貫川内湖は干拓地の一部を自然公園地域公有化事業により内湖として復元したもの 

＊４：今津沼の面積は昭和 36 年撮影の空中写真より県が測定したもの 

＊５：早崎内湖は消失した後再生に向けた湛水化実験が行われている 

＊６：今川沼、今津沼の干拓時期は不明 

＊７：干拓時期の後の（ ）内は事業主体を表す 

 

★これらの調査は、当 NPO の担当者が、それぞれ地元の図書館等における調べや現地調査他により、平

成末期から令和の初期にかけての状況を調査票にまとめたものであり、その内容は今後も随時修正し

ていく必要がある。 

★調査票中、地図関係の資料において記載のないものは、google の地図を使用させてもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内湖再生全体ビジョンから抜粋 


